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松江市はこんな街・・・松江市はこんな街・・・

数値では
人口：204,952人 面積：572.99㎢
位置（市役所）：
東経133度 4分 北緯35度27分

、「神話」、「温泉」、

言葉では

「宍道湖の夕日」、「国際文化観光
都市」、「水の都」、「神話」、「温泉」、
「お茶と和菓子」、「縁結び」、「怪
談」、「しじみ」、・・・

松江市の概要

宍道湖の夕日

堀川遊覧

八重垣神社の鏡池

松江城のハート

玉造温泉

堀川遊覧 お茶と和菓子

宍道湖七珍



松江市の概要
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松江市の取組松江市の取組

ＩＴ分野の取組は
松江市＝Ruby City MATSUE
OSS※1と「Ruby」※2をテーマとした、「Rubyの

街」としての新たな地域ブランドの創生を目
指しています。「Ruby」をキーワードに、気

軽に立ち寄り、技術・情報を交換することが
できる場所を提供し、人材・情報の交流拠
点、ビジネスマッチングの拠点としての役割
を担うことを目指しています。

福祉分野での取組は
ユニバーサルデザインの都市づくり

「松江市ひとにやさしいまちづくり条例」に

基づき、高齢者、障がい者等をはじめとする
すべての人が安全で快適に利用できる建
築物や道路の整備など、都市施設のバリア
フリー化やユニバーサルデザインに配慮し
たまちづくりを推進。

※1 OSS：オープンソースソフトウェア
※2 Ruby：松江発の国産プログラミング言語



松江市の現状（ユニバーサルデザインに関する取組）
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ユニバーサルデザインに向けた取組ユニバーサルデザインに向けた取組

松江市障がい福祉計画 位置づけ

てくてくウェブ松江

■松江市交通バリアフリー基本構想策定
（平成16年3月）

■人にやさしいまちづくり条例制定
（平成21年1月1日施行）

■松江市障がい福祉計画策定
(第 4期計画 平成27年3月)

■NPO 法人プロジェクトゆうあいと松江市
が連携
「松江バリアフリーツアーセンター」の運
営、バリアフリー情報総合サイト「てくてく
ウェブ松江」等運用。（平成25年）



松江市のオープンデータへの取組①
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1999年 松江の写真を誰もが自由に利用できるように、検索システム
（松江百景）を構築し、写真データをインターネット上で公開開始

2006年 Rubyで構築した業務システム等のソースコード随時公開
Ｒｕｂｙ Ｃｉｔｙ ＭＡＴＳＵＥ プロジェクト開始

2007年 統計データベース運用開始インターネット上で公開

2013年 オープンデータの取組を島根大学と地元ＩＴ企業と開始
ビジネスプランコンテスト2014（実行委員会）

2014年 松江ソーシャルネットワークマップシステムを開設
Ruby×オープンデータアイデアコンテスト開催
松江まちあるきオープンデータソン開催

2015年 地元ＩＴ企業と連携しMatsueオープンデータバンクを開設
オープンデータ活用歴史ハッカソンin松江開催

取組の歴史取組の歴史



松江市のオープンデータへの取組②
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松江市オープンデータポータルの開設松江市オープンデータポータルの開設

松江市統計情報データベースをインターネット上で公開（平成19年）。
■429件のデータを登録。
■担当課で自由にデータ登録できる仕組。

松江市統計情報データベース



松江市のオープンデータへの取組③
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統計情報をクリックすると・・・統計情報をクリックすると・・・

公開しているデータは、統計データが主。

例えば・・・
毎月、町丁別年齢別（１歳ごと）や公民館区別の住基データを公開。

松江市統計情報データベース

施設など住所の情報は保有しているが、位置情報がないのが課題・・・

町丁別・年齢別人口集計表



松江市のオープンデータへの取組④

まずは ・・・ みんながHAPPYに!
① みんなが『いいな』と思える成功事例を！

② 『機械』にも『人』にも分かりやすい形で！

③ オープンデータのルーチン化へのルールを！

④ 有益なデータは、『産学官』問わずオープンに！

⑤ どんどん オープンデータに！



オープン

データと

Ｒｕｂｙで

「便利な

サービス」

を実現

松江市の

産業

活性化

地域の問題を解決をしよう！

松江市のオープンデータへの取組⑤
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松江市のオープンデータへの取組⑥

10

オープンデータを活用した地域産業振興（平成25年～）オープンデータを活用した地域産業振興（平成25年～）

■島根大学と共同研究開始
■ 「松江ソーシャルネットワークマップシステム」構築
→観光情報、歴史・文化情報のオープンデータ化

■ハッカソン等のイベント開催

松江ソーシャルネットワークマップシステム

イベントカレンダー



取組事例（オープンデータに関する取組）①
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オープンデータを活用した地域産業振興（平成25年～）オープンデータを活用した地域産業振興（平成25年～）

島根大学との共同研究

■平成25年度 松江SNMSプロトタイプ構築(ソーシャルネットワークマップサービス)

観光情報、歴史・文化情報等を政府オープンデータ情報基盤に従って地図
上に表示するプロトタイプをオープンデータとＲｕｂｙで構築。

■平成26年度 共通語彙データベース連携

松江ソーシャルネットワークマップシステムへのデータの入力をより進め、Ｉ
ＰＡ（独立行政法人・情報処理推進機構）が提供する共通語彙データベー
スを参照してデータを入力する機能を追加。
※共通語彙とは、単語の表記や意味、構造を統一した用語を集めたもの
（例） ・「バンドエイド」、「絆創膏」、「カットバン」などの表記を統一

・「時刻」という用語は「時」「分」「秒」から構成される（構造を持つ）

■平成27年度 地域マネジメント活用検討

システムに行政データ（主に歴史情報）、島根大学の研究データ、観光・イ
ベントデータの入力を進め、またオープンデータとして公開・活用を推進。



取組事例（オープンデータに関する取組）②
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「Matsueオープンデータバンク」(自治体データカタログサイト）を開設(平成27年)
地元ＩＴ企業が経済産業省のオープンデータ実証事業を受託し、松江市の公共データ
を活用することから共創で取り組む。

利用者が目的のオープンデータを効率良く探し、活用することのできるデータカタロ
グサイト （施設情報・統計情報がメイン）。
開発は松江市の地域資源である「Ruby」を利用。
Ruby×オープンデータアイデアコンテスト in Matsue（平成26年12月）

：オープンデータを活用した地域課題を解決するアイデアやアプリ開発イベントを実施。

Matsueオープンデータバンクの構築Matsueオープンデータバンクの構築

松江オープンデータバンク
アイデアコンテスト優秀賞作品「イベンター」



取組事例（オープンデータに関する取組）③
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マップ on しまね との連携マップ on しまね との連携

島根県統合型GIS「マップonしまね」は、島根県の様々な行政情報を地図上で閲覧で
きるほか、一般県民の方からの情報発信も可能なシステム。

松江市として６データを登録。毎年、島根県主催の研修に参加し、知識・技術を習
得。（土木、消防、都市計画、管財、環境、教育部局参加）

視覚的に公共施設の配置状況の把握、今後の適正配置の検討に活用、位置情
報に人口データを重ね多角的に検証が可能、市民へわかりやすく公開

マップonしまね 松江市公共施設



松江市の現状（オープンデータに関する取組）④
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総務省・経済産業省主催で６つのテーマでディスカッション。その１つに「バリアフリーな街づくり
と観光（観光）」をテーマに実施。唯一の地方都市開催。
総務省・経済産業省主催で６つのテーマでディスカッション。その１つに「バリアフリーな街づくり
と観光（観光）」をテーマに実施。唯一の地方都市開催。

オープンデータ・アイデアソンin松江（平成25年11月）オープンデータ・アイデアソンin松江（平成25年11月）

この活動を基に学生たちが提案したオープンデータを活用した「バスマップ」アプリが「松江
オープンソース活用ビジネスプランコンテスト」や「アーバンデータチャレンジ2014」で入賞。
地域社会の課題発見と解決、人材育成や地域貢献、情報産業振興の促進が期待される。

松江まちあるきオープンデータソン（平成26年12月）松江まちあるきオープンデータソン（平成26年12月）
島根大学と共同でマッピングアプリを活用して学生・市民が集めたデータ（AED）をマッピング。島根大学と共同でマッピングアプリを活用して学生・市民が集めたデータ（AED）をマッピング。

松江ナビ、口コミ情報のパワーのデータ化などオープンデータの活用策や必要なデータにつ
いて課題の発見。
オープンデータの普及、地域課題の発見やアイデアの創出、市民、企業、行政の交流。

オープンデータ・アイデアソンin松江

松江まちあるきオープンデータソン



松江市の現状（オープンデータに関する取組）⑤
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松江城国宝化で機運高まったことから歴史をテーマに開催。「松江ソーシャルネットワークマッ
プ」を通じオープンデータ化、イベントでアプリ提案。
松江城国宝化で機運高まったことから歴史をテーマに開催。「松江ソーシャルネットワークマッ
プ」を通じオープンデータ化、イベントでアプリ提案。

オープンデータ活用歴史ハッカソンin 松江（平成27年11月）オープンデータ活用歴史ハッカソンin 松江（平成27年11月）

歴史情報のオープンデータ化、松江歴史館のPR、歴史アプリアイデアの創出。
提案されたアイデアを基に地域課題を解決するWebアプリケーションを「アーバンデータチャ

レンジ」や、「松江オープンソースビジネスプランコンテスト」などの応募、また公開と実用化を
目指す。

島根大学が実施している「学生の自主的活動プロジェクト」の一
つである「JD×アプリで地域振興大作戦〜オープンソースとオー

プンデータ活用企画〜」の実施主体で大学公認グループの「島
根大学JD社中」(JDとは、女子大生の略)を松江歴史館の一日館
長に委嘱し、イベントを実施。

島根大学が実施している「学生の自主的活動プロジェクト」の一
つである「JD×アプリで地域振興大作戦〜オープンソースとオー

プンデータ活用企画〜」の実施主体で大学公認グループの「島
根大学JD社中」(JDとは、女子大生の略)を松江歴史館の一日館
長に委嘱し、イベントを実施。

オープンデータ活用歴史
ハッカソンin松江



歩行者移動支援に関する取組①
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を整備し、オープンデータ化。
H25年度に整備した歩行空間ネットワークデータに、経年変化の調査結果を反映
して、最新の歩行空間ネットワークデータ(経路データ)を整備し、オープンデータ化。

歩行者移動支援に資するオープンデータの整備（経路データ）歩行者移動支援に資するオープンデータの整備（経路データ）

＜歩道の拡張工事を実施中＞ ＜現地状況に合わせ既存のデータを更新＞



歩行者移動支援に関する取組①
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島根県が運用中である住民公開用GIS「マップonしまね」の公共施設データに、地域
のNPOが既に所有するバリアフリーデータ（松江てくてくマップ）と市管理の施設台帳
情報を結合して、歩行者移動支援サービスにニーズの高いデータを整備し、オープ
ンデータ化。

歩行者移動支援に資するオープンデータの整備（施設データ）歩行者移動支援に資するオープンデータの整備（施設データ）

「マップonしまね」 「松江てくてくマップ」 公園台帳

オープンデータ化



地
域
住
民
・
企
業

将来構想（他サイト、他データとの連携イメージ図）

サイト データ
松江市

Matsue
ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀﾊﾞﾝｸ
（ｶﾀﾛｸﾞｻｲﾄ）

松江ｿｰｼｬﾙ
ﾈｯﾄﾜｰｸﾏｯﾌﾟｼｽﾃﾑ

松江市統計情報
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽｼｽﾃﾑ

API

データ提供

ｱﾌﾟﾘ公開基盤

連携
効率化

行政情報
ﾃﾞｰﾀ全般

ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀ汎用公開基盤

行政情報全般
観光、歴史・文化
子育て、高齢者

オープンデータ技術レベル４の情報提供
（RDF、API、共通語彙基盤等）

特化アプリケーション
（観光・歴史・文化）

松江市が提供する
統計情報全般

API

松江オープンデータ統合サイト（仮称）

他オープンデータサイト

データ提供元

データ利用者・他サイト・アプリ

オープンデータ提供環境

他ｻｲﾄﾃﾞｰﾀ
（ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀ）

行政情報ﾃﾞｰﾀ
各種情報ﾃﾞｰﾀ

他ｻｲﾄﾃﾞｰﾀ

連携先

例：島根大学、
中海宍道湖大山圏域5市、
観光協会 等

例：他自治体、公益企業等

例：島根大学、他GISサイト等

登録画面、
定型処理化、
自動処理化

その他ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

※矢印（→）はデータの流れ

産官学の連携を目指す(松江市・島根大学・地元IT企業協同ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)

他ｻｲﾄ、
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
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中海・宍道湖・大山圏域
県境を越えた広域的な取り組み
・ＩＣカード
・縁結びスマートナビ
情報の提供・利用に期待



歩行者移動支援に関する取組②（H28年オープンデータイベント）
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オープンデータイベントの開催（アイデアソン・ハッカソンを実施）オープンデータイベントの開催（アイデアソン・ハッカソンを実施）

■イベントタイトル
歩行者移動支援アイデアソン＠松江 ～歩行者のバリア解消に役立つサービスを考えよう～

■開催趣旨

松江市が公開する歩行者移動支援を目的とした『歩行空間ネットワークデータ』や『公共施設な
どのバリアフリーデータ』を活用した、豊かな街づくりにつながるアプリケーションのアイデア出しや
開発を目的としたイベント。

■参加者
島根大学学生、ITエンジニア、ITデザイナ、地域事業者、オープンデータや地域振興に興味があ

る市民の皆さまを対象。

■開催情報
(1)日時 平成28年2月24日(水) 10:00～17:00
(2)場所 島根大学法文棟１階 地域交流スペース
(3)主催 島根大学Ruby・OSSプロジェクトセンター
(4)共催 松江市

■内容

日常生活、観光・レジャー、災害などの移動シーンにおいて生じる様々なバリアを解消するために、
松江市を始め様々な組織が提供するオープンデータを用いて何ができるのか？そのアイデア出し
と発表内容の審査。



オープンデータ推進の取組で苦労した点、工夫した点

20

取組上で課題取組上で課題

取組上で工夫した点（ブレイクスルー、解決法）取組上で工夫した点（ブレイクスルー、解決法）

オープンデータという言葉が職員に浸透していない。
メリットや活用が不明確のため、理解されにくく、負担感だけとなる。
どの情報をどこまで出して良いかわからない。情報の開示範囲が不明瞭。
公開した後の更新のルーチン化が課題。
過年度の事業だと担当も異動しており内容がわからず、当時の様子から紐解く必要あり。
取組に対する費用対効果が見えにくい。
他の団体との共同の場合、データの責任についてどこが持つのか問題となる。
位置情報を表示する際にデータ精度の問題あり。データが多いほど作業量が増加。

大学と包括提携により協力体制が構築されているため、スムーズに共同研究することが可能。
庁内での推進には協力を得やすい部局からまず依頼。
統計DB構築から8年が経ち、データ公開への抵抗が減少。
データ提供・取組協力を得るために国などからの協力依頼などを活用。
目的やジャンルを絞ってオープンデータ化。
統計書の各データについて個別にオープン化。

データをどのように活用するか、どのようなメリットがあるのかなどデータの利活用を目的にした
アイデアソンを開催。
自治体からではなく企業などから情報を引き出す取組。
担当課の負担を発生させない仕組を構築。
自治体が保有する情報は税金で作ったもの「公開していくのは当然」とする考え方を浸透。
自治体独自のルールではなく、国のガイドラインなどを基準とすることを徹底。



取組による期待できる効果
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オープンデータ化の取組による期待できる効果オープンデータ化の取組による期待できる効果

バリアフリー化の取組による期待できる効果バリアフリー化の取組による期待できる効果

行政の透明化や、効率化が期待できる。
市民が満足いくサービスの提供。
民間と実施することで初期の支援のみで、今後の更新や費用負担の軽減も
見込める。
画像データの公開による更なる観光振興など利活用。
市民団体、企業と協働で実施できるツール。

企業とも連携することでビジネスモデル創出。
他の分野の団体なども参加することで新たな情報を付加し充実したサービ
スが可能。
まちあるきサービスの創出、中心市街地の活性化、観光振興。
障がい者だけでなく、高齢者、子ども、さらには外国人が安心して歩行移動
可能なルートの整備。
情報産業の振興。
防犯対策、防災道路の整備の拡充。



今後の取組、展開
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市各部署におけるオープンデータ化の推進市各部署におけるオープンデータ化の推進

オープンデータの整備と利用の継続を促進オープンデータの整備と利用の継続を促進

NPO、ボランティア等の民間団体との連携NPO、ボランティア等の民間団体との連携

島根大学・地元ＩＴ企業との連携島根大学・地元ＩＴ企業との連携

オープンデータの利用に関する市職員の意識向上。
オープンデータの作成及びメンテナンスに関する仕組、ルールの検討。

オープンデータ整備・更新を自発的に促す仕組を導入し、持続可能性を向上。
オープンデータを活用するアプリのプラットフォームを用意。

NPO、ボランティア等の協力を得て、各種イベントの開催、オープンデータの
整備促進等を図る。
地域のNPOなどと連携し、アイデアソン・ハッカソンを通じて、歩行者移動支
援など各種サービスの創出を図る。

オープンデータを活用した地域マネジメント（まちづくり・健康福祉）の事例調
査や、経済効果に関する研究など産官学連携し、取組を推進。



今後期待する事項
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国への期待国への期待

社会への期待社会への期待

住所の情報を保有しているが、緯度、経度の位置情報はないため、簡便に取得でき
る仕組の構築。
位置情報も基本保有していくことの施策推進や指針の提示。
県へ協力呼びかけ。公開と県内市町村への公開支援。地方局などのアドバイザー。
大量の報告書ではなくもっとわかりやすい指針の提示。
民間も保有している情報のオープン化を推奨。
膨大なデータを分析していく人材を育成の支援。
データマッチングの場の創出（市民・企業・行政）。
オープンデータの取組への補助金（自治体では予算措置しにくい）。
データ分析センターなど作成の実務支援を行う機関の設置。

行政だけでなく民間団体、企業など多方面から保有しているデータが集積されること。
人材育成・分析能力の向上（データひとつひとつに意味があってそれを理解するとい
う流れができると良い）。
共創によりデータを活用したモデル事業（成功事例）ができると良い。
オープンデータを民間団体、企業などまちづくりのコミュニケーションツールとして利用
してもらう。



（参考）NPO法人プロジェクトゆうあいの取組
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ＮＰＯ法人プロジェクトゆうあいＮＰＯ法人プロジェクトゆうあい

「バリアフリー」「まちづくり」「情報化の推進」をキーワードに
様々な取組を実施。

特に、障害者、高齢者が、より安心し、より便利に歩くことがで
きるよう、バリアフリー情報、生活便利情報、歩行空間情報を発
信するための、ウェブシステムの開発、コンテンツ開発、アプリ
開発を行うとともに、その実証実験を実施。

＜実績＞
松江のまちのバリアフリー情報を紹介する「てくてくマップ松江」「てく
てくウェブ松江」の制作運用。

バリアフリーの観光地に関する取組として「松江・山陰バリアフリーツ
アーセンター」の運営、観光地のバリアフリー情報サイト「てくてく山
陰」の運用(松江市保健福祉課と連携)。
全国のバリアフリー観光を推進するNPOの連携組織「日本バリアフ
リー観光推進機構」の設立。



事業成果事業成果

（参考）ＮＰＯ法人プロジェクトゆうあいの現地事業
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ＮＰＯ法人プロジェクトゆうあい 事業概要例ＮＰＯ法人プロジェクトゆうあい 事業概要例

てくてくナビ（スマートフォン・iPhone アプリ）てくてくウェブ松江（ＰＣ／スマートフォン／携帯）

実施テーマ

車いす使用者、視覚障害者へ歩行者移動支援情報として提供することにより、
安心して便利に街中を移動できる環境作りを目指す。

課題やニーズ

車いす使用者、視覚障害者の歩行移動を、携帯端末、中でもスマートフォンを
活用して情報提供の面から支援する。

バリアフリー情報
総合サイト「てくて
くウェブ松江」を
ベースとし、歩行
者移動に関するよ
り有効なシステム、
コンテンツを開発

視覚障害者用のス
マートフォン向けの
歩行移動支援アプ
リを開発



(参考)用語情報
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Ruby
世界的に高い評価をうけている国産プログラミング言語。松江市名誉市民である松本氏に
より開発。松江市は本言語で地域振興に積極的に取り組んでいる。同市においては、島根
県、松江市、中国経済産業局の支援を得て、地元事業者の「Ruby」によるビジネス機会の
創造のため、島根県や松江市及び大学が自身の情報システムに「Ruby」を積極的に調
達・導入。

松江SNMS（ソーシャルネットワークマップシステム）
松江市や島根大学が保有する観光情報、歴史・文化情報等をオープンデータ化して公開
し，地理情報システムを用いて地図上に表示できる仕組。掲載されている情報を利用され
る方が再利用することが可能。地域の課題解決や企業のマーケティングツールとしての活
用することが可能。松江ソーシャルネットワークマップシステムはオープンソースのプログラ
ミング言語 Ruby で構築。

オープンデータ活用歴史ハッカソンin 松江
松江市の松江歴史館が所有する歴史情報を、Ruby・OSSプロジェクトセンターで開発した
「松江ソーシャルネットワークマップ」 を通じてオープンデータ化を進め、そのデータを活用

した街づくりにつながるアプリケーションのアイデアや開発を学生や市民の手で進めること
を目的に企画したイベント。

Matsueオープンデータバンク
経済産業省より委託を受けた平成26年度電子経済産業省構築事業「オープンデータを活
用したビジネスモデルの構築に向けた実証事業」において構築したデータベースモデル。


